おさしづは宝　　刻限中心編・明治二十九年


明治二十九年三月二十一日　夜八時五十分
刻限
長らくのさしづ、何にもならせん／＼。さしづ楽しむはさしづ、この区域の理というものは何処にある。何処にもあらせんで。どうなりこうなり十年祭経った。よう踏ん張りてくれた／＼。これで十年祭速やか出けた。御苦労であった／＼。さしづさしづ、さしづ結構と思てこそ結構。結構と思わんから、さしづは邪魔になる／＼。一人二人の理は要らん。どうしてなりと国々まで通りて来た。さしづから出けたもの。十年後一つの理分からんから、さしづは邪魔になる。さしづ邪魔になればすっきりさしづはせん。十のものなら一つも用いらん。さしづに未だ嵩が掛かりたる、理が殖えたる、これだけの事言えば分かるやろ。皆力何処にある。力あれば分かる。力無いから分からん。力無い者はどうも仕様が無い。明日から残り席して了う。すっきりして了う。皆々勇んで帰やすで／＼。往なして了う。これだけさしづして置いたら分かる。腐りたさしづも起きて来る日があろ。こんなさしづは門三寸、外へは聞かされんやろ。鏡やしきにこんなさしづは少しは邪魔にならせんか。やれ／＼よう救けに来てくれた／＼。やれ／＼楽になりた。

長らくのさしづ、何にもならせん／＼。さしづ楽しむはさしづ、この区域の理というものは何処にある。何処にもあらせんで。
どうなりこうなり十年祭経った。よう踏ん張りてくれた／＼。これで十年祭速やか出けた。御苦労であった／＼。
(長らくの間さしづをして来ても、真実に聞き分けて運ぼうとしなければ何にもならせん／＼。さしづ通りの道を運んで結構な末代の道を楽しむは本来のさしづの理であるが、この区域の理〈最後には通る道さえ消えてしまう人間心の道と、結構な末代の理が治まる真実の道〉の違いというものは何処にあると思うか。それぞれの日々の心一つで区域の理が分かれるのであり、通る道による違いなど何処にもあらせんで。
どうなりこうなり十年祭が経った。よう踏ん張りてくれた／＼。これで十年祭が速やかと出けた。皆々御苦労であった／＼。)

さしづさしづ、さしづ結構と思てこそ結構。結構と思わんから、さしづは邪魔になる／＼。一人二人の理は要らん。どうしてなりと国々まで通りて来た。
さしづから出けたもの。十年後一つの理分からんから、さしづは邪魔になる。さしづ邪魔になればすっきりさしづはせん。
(何事もさしづさしづ、さしづ通りの道程結構な道は無いと思ってこそ結構な理が働く。結構と思わんから結構な道につないでやる事は出来ず、残念の理ばかり残るからさしづは邪魔になる／＼。一人二人の為の理は世界を狂わして来た濁りの元であり、道の為に成らないから誰も助からず、そんなものは元々から要らんものや。己の都合を捨てて道の為・世界の為に尽くそうとする真実の心一つを働かすなら、どうしてなりと国々まで連れて通りて来たのや。
結構な先々の理は、どんな事もさしづ通りの道から出けたものや。十年後に治まる結構な一つの理が分からんから、どうでも聞き分けようとする真実の精神が定まらず、悪しき道の台に成るばかりやから、真実誠のさしづは邪魔になる。さしづが邪魔になれば、すっきりとさしづはせんのや。)

十のものなら一つも用いらん。さしづに未だ嵩が掛かりたる、理が殖えたる、これだけの事言えば分かるやろ。
皆力何処にある。力あれば分かる。力無いから分からん。力無い者はどうも仕様が無い。明日から残り席して了う。すっきりして了う。
皆々勇んで帰やすで／＼。往なして了う。これだけさしづして置いたら分かる。
(十のものなら一つも用いらん。さしづに未だ嵩〈かさ…濁り心では近寄り難い崇高な重み〉が掛かりたるからであり、それによって理が殖えたる〈ふえたる…果たさなければ成らない残念の理が増える〉のや、これだけの事を言えば皆分かるやろ。
結構な道を通るだけの力は、皆何処にあると思うか。力さえあれば、そんなものは直ぐにでも分かる話や。力が無いから何も分からん。力の無い者はどうも仕様が無い。明日から残り席〈どうでも伝えなければ成らない最後の通告〉をして了う。これ以上残念の理を積まなくてもいい様に、すっきりとして了うのや。
人間心の道の愚かさをしっかりと承知させてから、真実誠の神の道へ皆々を勇んで帰やすのやで／＼。その為に、今一時の処は往なして〈出直しをさして〉了うのや。これが皆々の現実であるが、これだけの事をさしづして置いたら皆分かるであろう。)

腐りたさしづも起きて来る日があろ。こんなさしづは門三寸、外へは聞かされんやろ。鏡やしきにこんなさしづは少しは邪魔にならせんか。
やれ／＼よう救けに来てくれた／＼。やれ／＼楽になりた。
(何を聞いても速やかに心を開こうとしないから、その残念な心を改める為の腐りたさしづ〈道の為に成らない事ばかりしているから、速やかに片付けてやらなければ成らないというさしづ〉も起きて来る日が有るやろ。こんなさしづは門三寸〈道の為に成らない残念な理〉であり、外へは聞かされんやろ。澄み切った鏡やしきにこんなさしづは有ってはならないもの、少しは邪魔にならせんか。
やれ／＼よう救けに来てくれた／＼。・・・〈神様が理を明らかにされれば速やかに理が働き、力の無い者は即刻通れなくなってしまうのが天の道理である。真実を伝えてやる事が出来ない苦しみは神様の御胸に重くのしかかっているが、天理を聞き分けた人間が諭すなら大変な事には成らない。今こうして一人の人間が神様の御胸の内を明かす事によって、長い間のしかかっていた神様の苦しみの理が晴れる〉
やれ／＼、やっと楽になりた。)











明治二十九年三月二十四日　夜十二時半
刻限（教祖十年祭の後にて別席四五千人程もあり本席五六百人もある時、七日間本席御休みになりし時の事情）
びっくりしなよ／＼。びっくりする事出けるで／＼。あちらへ連れて往ね／＼／＼。あちらへ往ぬ／＼。あちらへ往ぬで。水一杯汲んでくれる舵を取る者も無いのか。あゝ一言話して置く。いつも同じように思て居たら違うで。思うようにならんから話は一寸もさゝん。長い間さゝん。一日の日も気休めさゝん。草生えから通り越した者なら、一日の日も待たずして、満足与えてこそ、三十年の道の効があるのや。もうこれだけ言うたら何も言わん。何処とも身上も迫り切ってある／＼。どうもならん。後で後悔無いように。一時ではない。今までこんな話は無い。今までの話何も効が無うて潰れて来た。なれど一寸終の話が効になるかも分からん。明日日から席や／＼と必ず言うてくれな。言うのなら言うだけの楽しみを付けてから運ばせ。勝手のよい時には重大の荷を負わせ、勝手の悪い事はそのまゝ。楽しみの道を運ぶなら、又々話もせんやない。遠く来て居る者も帰やさにゃならん。こう言うたら一日やない。一時一時間も待たんで。

びっくりしなよ／＼。びっくりする事出けるで／＼。あちらへ連れて往ね／＼／＼。あちらへ往ぬ／＼。あちらへ往ぬで。水一杯汲んでくれる舵を取る者も無いのか。
(びっくりしなよ／＼。今にびっくりする事が出けるで／＼。何時まで経っても真実の神の話を聞き分ける事の出来ない濁り心の者を、あちら〈恐ろしい果たしの道〉へ連れて往ね／＼／＼。あちら〈積み重ねた残念の理を、身上の理に変えて果たす出直しの道〉へ往ぬ／＼。どうしても聞き分けの出来ない腐り心の者は、あちらへ往ぬのやで〈誰も皆、速やかに神様の話し通りの道を運ばなければ通るに通れない神一条の道である事を世界中に知らせるべく、牛馬と成って生まれ変わり、末代の果たしの道を運ばなければ成らない〉。そんな事に成らない前に、水を一杯汲んでくれる舵〈澄み切った神様の思惑を汲んで、皆で心を一つに揃えて世界救けの為に尽くすべく舵取り〉を取る者も無いのか。)

あゝ一言話して置く。いつも同じように思て居たら違うで。思うようにならんから話は一寸もさゝん。長い間さゝん。一日の日も気休めさゝん。草生えから通り越した者なら、一日の日も待たずして、満足与えてこそ、三十年の道の効があるのや。
(あゝ一言話して置く。いつ迄も同じように続く道だと思て居たらすっきりと違うで。何時まで経っても世界救けの為に尽くそうとせず、神の思うように成らんから話は一寸もさゝん。長い間さゝん。一日の日も気休めさゝん。草生えから通り越した者なら〈道の始めの荒れ野同様の時から、あらゆる苦労艱難に堪えて通り抜けて来た者なら〉分かるであろうが、一日の日も待たずして、満足与えてこそ〈どんな道であろうと、一日の日も休む事無く神様の教え通りの道を運んで、神様に十分満足して頂いてこそ〉三十年の道の効があると言うのや。)

もうこれだけ言うたら何も言わん。何処とも身上も迫り切ってある／＼。どうもならん。後で後悔無いように。一時ではない。今までこんな話は無い。
(もうこれだけの事を言うたら何も言わん。何時とも何処とも言わんが、多くの身上も迫り切ってある／＼。西暦二千年を過ぎて、今まさに始まろうとしている本道の話をして居る事が分からんからどうもならん。神を信じて功を尽くそうとする真実が少しでも有るなら、後で後悔の無いようにして置かなければ成らん。
これから始まる神の一列支配の世界の事を言うて居るのであり、世界の為に尽くした理によって、それぞれに与える結構な末代の道の話をしているのであり、今一時の事を言うて居るのでは無い。今までにこんな話をした事は無い)

今までの話何も効が無うて潰れて来た。なれど一寸終の話が効になるかも分からん。明日日から席や／＼と必ず言うてくれな。言うのなら言うだけの楽しみを付けてから運ばせ。
(速やかに聞き分けて実践する事が出来ないから、明らか鮮やかな天の理が心に治まらず、今までの神の話は何も効果が無くて潰れて来た。なれど一寸終の話〈もうここで聞き分けなければおしまいだという、一寸やそっとではない最後の通告〉が効〈くすり〉になるかも分からん。明日日から席や／＼と必ず言うてくれな。言うのなら言うだけの楽しみの理を、しっかりと身に付けてから運ばせてくれ。)

勝手のよい時には重大の荷を負わせ、勝手の悪い事はそのまゝ。楽しみの道を運ぶなら、又々話もせんやない。遠く来て居る者も帰やさにゃならん。こう言うたら一日やない。一時一時間も待たんで。
(勝手のよい時には重大の荷〈どうか世界一列をお救け下さい。結構な末代の道を御守護下さい、と言うような重大な荷〉を負わせ、勝手の悪い事〈その為には、皆々で教祖ひながたの道を運ばなければならない、というような神様の話〉はそのまゝや。
末代続く楽しみの道〈世界救けの為に尽くした理に与えられる結構な末代の道〉を運ぼうとするなら、又々話もせんやない。遠くから来て居る者も速やかに帰やさにゃならん。こう言うたら一日やない。一時どころか一時間も待たんで。)
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押して
さあ／＼なあ万筋の糸でも、口は一筋という理を聞かそう。万筋の糸、一口の理を聞き分けるなら、どんな事も口が開くやろう。開いたら理が分かるやろう。口という理を聞き分けるなら皆んな糸に成る。口というは二つも三つも無い。早うにも言うたる。一寸掛かりに教会という。あちらにも本部や、こちらにも本部や／＼。偽や／＼、本部や／＼と言うたる。なれど、これも今ではよう／＼一つの理に集まりたるやろ。これから話するからしっかり聞き分け。もうさしづ止めようかと思うて居る。用いんさしづなら、したとて何の役にも立とまい。さしづは人間心ですると思う心が違う。心が合わんから疑わんならん。何処の者も彼処の者も居る。どういう理から居るのぞ。この理が分かりたらそれ万筋の糸の理が出てくるやろう。好いと悪いとのさしづを取りて、勝手の好いさしづは用いるなれど、勝手の悪いさしづは潰して了う。第一これが残念でならん。これがどうもならん台である。台の話もして置こう。けつまずく台にもなるやろう。有るやら無いやらと思て居る者がけつまずく。心に持って通る者はけつまずかん。皆一寸の虫にも五分の魂、と、皆言うたる。人間と人間とどうこう言うならさしづは要らんものや。これだけ諭したら皆分かる。今日に今日来ても、所の充足ぐらいは出来る。充足と言えばほんのその所に居るというだけのものやないか。こゝに居るという印だけのものや。それと三十年余の道筋の理と照り合わしてみよ。男女にはよらんと言うてある。心次第で何処までもと言うたる／＼。それを皆潰してある。これも勝手の道を通るからどうもならん。これ十年祭々々々と言うて、詰員や本部員や、所々国々待ち兼ねた。十年祭もよう勤めてくれた／＼。十年祭と言うて些かのものでも、覗き歩いてゞも、それそれたった一人を頼りにしたもの。当番というはこういう時の当番、物々の時に当番も無く、もう、明日日から当番は要らん、すっきり要らん。この理を答えよ。十年祭に席々と言うて、あちらこちら、これだけの人体は無いと言うてくれたから治まったもの。誰も、今日はどうしなさったか、と言うて尋ねてくれた者も無い。どうもこれ三十年、前々より連れて来た理が治めるに治められん。もうそれで当番も何も要らん。何万とも帰る者が、何でもないもの、ほんの口先で説いて居るのも同じ事や。もうこれですっきり何も言うな／＼。もう、えいわ／＼。明日日から思う所へ遊ぶがよい。遊べ／＼。

(さあ／＼なあ万筋の糸でも、元の口は一筋という理を聞かそう。万筋の糸でも、元は一口から始まるという理〈この道は世界救けの為に始まった万筋の道であるから、結構な末代の理を身に着ける為の元の口は、世界救けの為に尽くす誠の心より他は無い〉を聞き分けるなら、どんな事も口が開くやろう。開いたら理が分かるやろう。口という理を聞き分けるなら皆んな一筋の糸に成るのや。
口という理は二つも三つも無い。早うにも言うたる。一寸掛かりに教会という。あちらにも本部や、こちらにも本部や／＼。偽や／＼、本部や／＼と言うたる。なれど、これも今ではよう／＼元のぢばという一つの理に集まりたるやろ。
これから話をするからしっかりと聞き分け。もうさしづ止めようかと思うて居る。用いんさしづなら、したとて何の役にも立とまい。さしづは人間心ですると思う心が違う。神の心と人間の心が合わんから、誠の道を疑わんならん。
この道の中には、何処の者も彼処の者も居る。どういう理から居るのぞ。悪しき道の台も、善き道の台も世界中に道を知らせる為に必要だから、どんな者も引き寄せているのであり、この理が分かりたら、それ万筋の糸の理〈世界救けを実現する為には、善きも悪しきも含めた万筋の道の台が必要であるという理〉が出てくるやろう。好いと悪いとのさしづを取りて、勝手の好いさしづは用いるなれど、勝手の悪いさしづは潰して了う。第一これが残念でならん。これがどうもならん台である。
台の話もして置こう。恩に恩が重なれば、けつまずく台〈牛馬と成って生まれ変わり、末代の果たしの道を運ぶ者〉にもなるやろう。救けたいばかりの真実誠の神の働きが、有るやら無いやらと思て居る者がけつまずく。真剣に心に持って通る者はけつまずかん。皆一寸の虫にも五分の魂、と、皆言うたるであろう。
出来ても出来なくても、神を信じて付いて来さえすれば十分に救ける事が出来るのだが、人間と人間とでどうこう言うなら何もしてやる事は出来ないのであり、さしづは要らんものや。これだけ諭したら皆分かるであろう。
今日に今日来ても、所の充足〈間に合わせ〉ぐらいは出来る。充足と言えばほんのその所に居るというだけのものやないか。こゝに居るという印だけのものや。それと三十年余の道筋の理〈たった一人で真実誠の神一条の道を貫いた理〉と照り合わしてみよ。男女にはよらんと言うてある。心次第で何処までもと言うたる／＼。それを皆潰してある。これも皆通り良い勝手の道を通るからどうもならんのや。
これ十年祭々々々と言うて、詰員や本部員や、所々や国々も待ち兼ねた。十年祭もよう勤めてくれた／＼。十年祭と言うて尽くすなら些かのものでも受け取り、覗き歩いていただけでも、道に尽くした理として受け取ったが、それも皆たった一人のをや〈真実誠の教祖〉を頼りにしたものだからや。
当番〈たましい因縁の順番に道一条を運ばせて貰い、道の為に尽くそうとする誠の心を互いに定着させる為の当番〉というはこういう時の当番、物々の時に当番〈神様の思惑に従って尽くそうとする誠の働きであって、教え通りのひながたの道を自ら実践し、多くの者に伝えるという重大な役〉も無く、そんな事なら、もう明日日から当番は要らん、すっきり要らん。この理を答えよ。十年祭に向かって何事も席々〈何事もさしづの理に従わなければ成らない〉と言うて、あちらもこちらも、これだけの真実誠の人体は無いと言うてくれたから治まったもの。誰も、今日はどうしなさったか、と言うて尋ねてくれた者も無い。どうもこれ三十年の理〈明治元年に飯降伊蔵を道に引き寄せて下さって以来、三十年の理〉、前々より連れて来た理が治めるに治められん。もうそれで当番も何も要らん。何万とも帰る者が、何でもないものになってしまう、ほんの口先で説いて居るのも同じ事や。
もうこれですっきり止めや、もう何も言うな／＼。もう、えいわ／＼。明日日から思う所へ遊ぶがよい。遊べ／＼。)













明治二十九年三月二十七日　夜八時
刻限
アヽヽヽ、堅い／＼／＼、堅い処に又々堅いものがある。

(アヽヽヽ、堅い〈濁り心が染み付いて変質をし、心の向きを容易に変える事の出来ない状態〉／＼／＼、堅い処に又々堅いものがある。)


明治二十九年三月二十七日　夜
刻限の次に平野楢蔵胸迫りし時の願
案ぜる事は要らんで／＼。理から皆迫りたると言うやによって、早く／＼道を／＼。ほんの一言一寸説いたるから、この理に基づいてくれ。なか／＼の道であったやろ。今までは思うて居ただけで、心に分からなんだやろ。そうやから何も思う事は要らん。よう思案してみよ。種を下ろして置いて、今年はよう出来た／＼。これよう聞き分けて楽しめ／＼。不足思い掛けたら、何ぼうでも不足思わんならん。三十日試してくれ。そうしたら速やか理が分かる。速やか分かりたら不足も要ろうまい。喜ぶ理を早く／＼。今までこうでありました、これからはこうなります、先はこうなります、と、一つ／＼括りの理を供えにゃならん。

案ぜる事は要らんで／＼。理から皆迫りたると言うやによって、早く／＼道を／＼。ほんの一言一寸説いたるから、この理に基づいてくれ。なか／＼の道であったやろ。
(速やかに神の話を聞き分けようとする真実の心さえあれば、何も案ぜる事は要らんで／＼。世界一列を速やかに救けなければならないという真実の理から皆の心に迫りたると言うやによって、早く／＼世界救けの道を／＼運ぶがよい。ほんの一言一寸説いたるだけやから、皆々この理に基づいて実践してくれ。
これまでの道中は、自分の力ではどうする事も出来ないなか／＼の道であったやろ。)

今までは思うて居ただけで、心に分からなんだやろ。そうやから何も思う事は要らん。よう思案してみよ。種を下ろして置いて、今年はよう出来た／＼。これよう聞き分けて楽しめ／＼。
(今までは思うて居ただけで実践が出来ず、実践が出来ないから心に理が治まらず、理が治まらないから真実誠の神の道が分からなんだのやろ。
そうやから実践が第一であって、実践をするなら世界のひながたであって道の宝であり、道の宝であればこそ安心安全に神が連れて通すのやから、何も不安に思う事は要らんのや。
よう思案してみよ。どんなものでも種を下ろして置いて天然自然の理に任せればよいのであり、今年はよう出来た／＼というように成るであろう。これだけの道である事をよう聞き分けて真実の種をまき、天然自然に成って来る真実の理を楽しめ／＼。)

不足思い掛けたら、何ぼうでも不足思わんならん。三十日試してくれ。そうしたら速やか理が分かる。速やか分かりたら不足も要ろうまい。
(不足を思い掛けたら心通りに不足の理が働き、何ぼうでも不足を思わんならんのや。
どんな中も満足たんのうの心を貫いて三十日試してくれ。そうしたら速やかと理が分かるで。速やかと分かりたら胸が晴れるのであって、不足も要ろうまい。)

喜ぶ理を早く／＼。今までこうでありました、これからはこうなります、先はこうなります、と、一つ／＼括りの理を供えにゃならん。
(速やかに実践をして満足たんのうをし、神が喜ぶ理を一日も早く／＼天に供えてくれ。今まではこうでありました、これからはこうなります、先はこうなります、と、皆々で、一つ／＼の括りの理〈真実誠の神様の道のしめくくりの理〉を供えにゃならんのやで。)







明治二十九年三月三十一日　夜九時
刻限
さあ／＼水が出る／＼／＼。ごもく引っ掛かって錆水もあれば悪水もある。すっきり出すで／＼。抜ける処はすっきり聞いて置け／＼。さあ／＼書き取れ／＼。悪水も出る、錆水も出る、泥水も出る。どんな道に付けるやら分からん。一時以て洗い切ったら、一時に救かる程に。席の身上もう救かるか／＼と言うたとて、何程譬の話もある。けれど今の話は更に悟りは無い。これよりすっきり一時に話を付け。談じ合うて話を付けて喜ばさにゃならん。隅から隅までどんな事も皆知らす。これも一言説いて置くで。これを早く聞いて、皆の者も早く呼び寄せて通じてくれ。通じる理が分かりたら鮮やかやで。あちらこちら人が出る。籠らん道もある。道に流るる水を、途中で理を揚げて了えば、育つ事出けん。いかなる者でもこの話を聞いたら改良せねばならんで。又一時さんげもするであろ。いかなる事とは思うなよ。
さあ／＼この話を聞いて何と思てる。草生え話、草生えの時の話はとんと分からなんだやろう。聞き応え無く、とんと仕様無い時の話、言葉を楽しめよ／＼。話を楽しませ／＼、長い道中連れて通りて、三十年来寒ぶい晩にあたるものも無かった。あちらの枝を折りくべ、こちらの葉を取り寄せ、通り越して来た。神の話に嘘は有ろまい。さあ／＼あちらが出て来る、こちらが出て来る、国を隔てゝ出て来る。三十年以来仕込んである処、提灯や旗やこれは分からん。国の柱か／＼と人が満足する。中の中、中の理分からん。明日日分からん。よう聞き分け。一時も早くあちらの穴も破り、こちらの穴も小突き廻し、水をどろ／＼流るゝならば、錆も一時に除れる。一時除れたなら、いかな勇みも付くやろ。ほんに成程やと、道中道筋は付いて来たのやろ。七八年このかたの事情見たなれば、疑いはあろうまい。
さあ／＼行こう／＼。早く救けにゃならんで／＼。急ぐ／＼。席の身の内、これは急ぐ／＼。談示や／＼、
改革や／＼と夜の目も寝ずに、あちらも談示、こちらも談示、やはり元の清水、水の穴がとんと分からんから、すっきり井手を流して了うで。

さあ／＼水が出る／＼／＼。ごもく引っ掛かって錆水もあれば悪水もある。すっきり出すで／＼。抜ける処はすっきり聞いて置け／＼。さあ／＼書き取れ／＼。悪水も出る、錆水も出る、泥水も出る。どんな道に付けるやら分からん。一時以て洗い切ったら、一時に救かる程に。
(さあ／＼水〈火水風と諭される時は有無を言わさぬ強大な神様のお働きの理を示されるが、その中の水の理は、濁り心を一斉に洗い流す恐ろしい働きを示される〉が出る／＼／＼。押し流されたごもくが引っ掛かってあちらこちらをかき回し、かき回されて出て来る錆水もあれば悪水もある。
どんな所に隠れているものもすっきりと出すで／＼。抜ける処〈日々神様の思惑通りの道を運んで居る事によって、恐ろしい大掃除から守り通して頂ける誠の者〉はすっきりと聞いて置け／＼。
さあ／＼誰にでも分かるよう、詳しく書き取れ／＼。時旬が来て世界中の大掃除を仕掛けたら、悪水も出る、錆水も出る、泥水も出る。世界中の汚れを綺麗に片づけて、どんな道に付けるやら分からん。一時以て洗い切ったら、一時に救かる程に。

席の身上もう救かるか／＼と言うたとて、何程譬の話もある。けれど今の話は更に悟りは無い。これよりすっきり一時に話を付け。談じ合うて話を付けて喜ばさにゃならん。隅から隅までどんな事も皆知らす。
明治二十九年のこのさしづに置いて、席〈飯降伊蔵〉の身上がもう救かるか／＼と言うたとて、誰も真実誠の神一条の道の実践が出来ないようではどうしようも無いであろう。何程の譬の話〈誰一人として頼る者も無い中を、何もかも捨てて世界の為に尽くし切った誠の理によってこれだけの道が出来て来たという譬えの話〉もあるのや。
けれど、これから先の新しい時代の事を言うて居る今の話は、どうでも成って来る現実の話であるから更に悟りは無いで。これよりすっきりと一事に〈必ず成って来る一つの事として〉話を付けるが良い。
どんな事も談じ合うてさしづ通りの話を伝え、結構な末代の道を付けて皆々を喜ばさにゃならんのや。どんな者も喜ばせたいから、隅から隅までどんな事も皆知らすのやで。

これも一言説いて置くで。これを早く聞いて、皆の者も早く呼び寄せて通じてくれ。通じる理が分かりたら鮮やかやで。あちらこちら人が出る。籠らん道もある。道に流るる水を、途中で理を揚げて了えば、育つ事出けん。いかなる者でもこの話を聞いたら改良せねばならんで。又一時さんげもするであろ。いかなる事とは思うなよ。
又これも一言説いて置くで。これだけの道である事を一日も早く聞きいて心に治め、皆の者も早く呼び寄せて神と話が出来るよう通じてくれ。神と人間とが通じ合える理が分かりたら、成って来る理は鮮やかやで。それを見て、あちらこちらから人が出て来るのや。
真実誠の神の話を伝えても、籠らん道〈真実誠の神様の道に入り込もうとしない者〉もある。自分を捨てて神を信じ切る事が出来ないのであるが、人間は皆神のかしものであり、道に流るる水〈救けたいばかりの真実誠の神の思惑〉を汲もうとしなければ救けてやる事は出来ず、止む無く途中で理を揚げて了えば誰も育つ事は出けんのや。
いかなる者でも同じ事であり、この話を聞いたら皆改良せねばならんで。又どうしてもそれが出来なくても、通るに通れんその日が来れば一時にさんげもするであろう。これから先に誰もが経験する話であり、いかなる事とは思うなよ。

さあ／＼この話を聞いて何と思てる。草生え話、草生えの時の話はとんと分からなんだやろう。聞き応え無く、とんと仕様無い時の話、言葉を楽しめよ／＼。話を楽しませ／＼、長い道中連れて通りて、三十年来寒ぶい晩にあたるものも無かった。あちらの枝を折りくべ、こちらの葉を取り寄せ、通り越して来た。神の話に嘘は有ろまい。さあ／＼あちらが出て来る、こちらが出て来る、国を隔てゝ出て来る。三十年以来仕込んである処、提灯や旗やこれは分からん。
さあ／＼この話を聞いて何と思っている。何も無い草生えの中から始まった話であるが、草生えの時の話はとんと分からなんだやろう。聞き応え無く、とんと仕様の無い時の話かもしれないが、その中で諭す言葉の理〈味わい深い神様のメッセージ〉を楽しめよ／＼〈素直に聞き分けて通り抜けた苦しみの道が、大きな楽しみの理に変わる〉。
大きな先々の楽しみの理が治まる真実誠の神の話を楽しませ／＼ながら、長い苦労艱難の道中を連れて通りて、三十年来寒ぶい晩にあたるものも無かった。あちらの枝を折りくべ、こちらの葉を取り寄せ、わずかな暖を取って通り越して来た。そんな苦しみの道の中から結構な先々の理が育つという神の話に嘘は有ろまい。
それだけの道である事を聞き分けて皆々が働くなら、さあ／＼あちらから多くの人が出て来る、こちらからも多くの人が出て来る、国を隔てゝ出て来るのやで。皆々が聞き分けて真実尽くした理を三十年以来仕込んである処によって、多くの人が出て来るように成るのであり、提灯のようなものを掲げて出て来るやら、旗を掲げて来るやらこれは分からん。

国の柱か／＼と人が満足する。中の中、中の理分からん。明日日分からん。よう聞き分け。一時も早くあちらの穴も破り、こちらの穴も小突き廻し、水をどろ／＼流るゝならば、錆も一時に除れる。一時除れたなら、いかな勇みも付くやろ。ほんに成程やと、道中道筋は付いて来たのやろ。七八年このかたの事情見たなれば、疑いはあろうまい。　
世界を平和に導く為の国の柱か／＼と、多くの人が満足する。多くの人が満足をしても、中の中〈世界救けの道の中の、世界の為に尽くす誠の理〉、中の理〈世界救けの為の真実誠の種を蒔くために、己の結構を天に供えて尽くす誠の理〉が分からん。世界の為に尽くす真実誠の理が分からなければ、明日日の結構な道も分からん。
よう聞き分け。一時も早くあちらの穴も破り、こちらの穴も小突き廻し、水をどろ／＼流るゝならば、錆も一時に取れる。一時に取れたなら、いかな勇みも付くやろ。神の話し通りの道を運んで来た者なら、ほんに成程やと道中道筋は付いて来たのやろ。七八年このかたの事情〈そのような道が始まってからの、七八年以来の事情〉を見たなれば、何も疑いはあろうまい。

さあ／＼行こう／＼。早く救けにゃならんで／＼。急ぐ／＼。席の身の内、これは急ぐ／＼。談示や／＼、改革や／＼と夜の目も寝ずに、あちらも談示、こちらも談示、やはり元の清水、水の穴がとんと分からんから、すっきり井手を流して了うで。
さあ／＼皆々で行こう／＼。一日も早く救けにゃならんで／＼。急ぐ／＼。席の身の内〈さしづの理を聞き分けて身に付ける事〉、これは急ぐ／＼。
さしづの理を聞き分けたら談示や／＼、改革や／＼と夜の目も寝ずに、あちらも談示、こちらも談示をしていても、やはり元の清水が分からねばどうにも成らん、清水が出て来る水の穴がとんと分からんから、すっきりと井手〈稲を育てる為の田は、道に例えるならそれぞれの教会であり、田の用水をせき止めて管理する為のあぜ類を井手というが、道に例えるなら、井手はその中の教えの理であり、元の清水を分からなくしている井手《勝手な人間の理の発症元》を、すっきりと取り払われる時が来る。〉を流して了うで。)




明治二十九年四月四日　夜一時
刻限御話
もうどんならんで。あかせんで。ウヽヽヽヽ。
さあ／＼筆に付け掛け、筆に付け掛け。どういう事を説き掛けるなら、長い間、今日に言うて今日来た者でもあろうまい。万事の処手を繋いで行かにゃならん。今日の処でこれだけの人衆で行く訳もあろまい。さんげをせずに行ってはならん。人衆の処も、七十五人まで要るという事は、これまでにも言うてある。どういうものなら、多く出て来る者に、僅かの人で送れるものか。もう席を仕掛けては休み／＼、これまでの処は一寸にさんげはし難くかろ。何ぼう言うても取次人衆増やす事出けん。なむ／＼で送って居る。どういう事で増やす事出けんか。明日日になりたら皆談じ合うて、明日日席に返答せにゃならん。さんげだけでは受け取れん。それを運んでこそさんげという。今夜のさしづはえぐいさしづ、えぐいさしづやなけにゃ効かせん。もうこれ幾名何人はこれまでに埋れたった。この道は会議から成り立った道か。会議するから遅れる。出て居る者も明日日に早く皆呼び取って了え。このまま送れば、びっくりするような事出ける。出来てから何にもならせんで。

もうどんならんで。あかせんで。ウヽヽヽヽ。
さあ／＼筆に付け掛け、筆に付け掛け。どういう事を説き掛けるなら、長い間、今日に言うて今日来た者でもあろうまい。万事の処手を繋いで行かにゃならん。
(このまま行けばもうどんならん事に成るで。こんな人間の道ではとてもあかせんで。ウヽヽヽヽ。
さあ／＼一人でも多くの者に分かるよう、真実誠の神一条の道〈さしづ通りの神様の道〉を筆に付け掛け、筆に付け掛け。
どういう事を説き掛けるなら、濁り切った胸の掃除の為、真実誠の種蒔きの為の長い間の苦労艱難の道を満足たんのうして通り抜けてこそ結構な先々の道が見えると言うのであるが、成って来る事には皆原因が有って、今日に言うて今日出来たものでもあろうまい。
たとえ真実誠の神一条の道の道を運ぶ事が出来なくても、皆が心を一つに揃えて神に付いて来てくれるなら、心通りに神が働いてやる事が出来るのやから、万事の処は、皆々で手をつないで行かにゃならんと言うのや。)

今日の処でこれだけの人衆で行く訳もあろまい。さんげをせずに行ってはならん。人衆の処も、七十五人まで要るという事は、これまでにも言うてある。どういうものなら、多く出て来る者に、僅かの人で送れるものか。
(今日の処で、何もかも捨てて道の為・世界の為に尽くそうとする真実の人衆は本の僅かであり、たったこれだけの人衆で世界救けを創めようとしても、うまく行く訳もあろまい。もっと多くの人が欲しいと言うのだが、世界の為に尽くそうと思う真実の心が有るなら、長い間に積み重ねた残念の理のさんげをせずに行ってはならんのやで。
一時の艱難苦労の理に変えて長い間に積み重ねた残念な理を改め、真実誠の種を蒔いて世界の為に尽くす人衆の処も、七十五人まで要るという事はこれまでにも言うてあるのや。
どういうものなら、多く出て来る難儀な者に明らか鮮やかな理を伝えようとしても、僅かの人衆で送れるものかと言うのや。)

もう席を仕掛けては休み／＼、これまでの処は一寸にさんげはし難くかろ。何ぼう言うても取次人衆増やす事出けん。なむ／＼で送って居る。どういう事で増やす事出けんか。明日日になりたら皆談じ合うて、明日日席に返答せにゃならん。
(多くの者が、もう何度でもさしづ通りの道を仕掛けては休み／＼、これまでの処は切れ切れの道であるから、一寸にはさんげ〈勝手な人間心の道を止めてさしづ通りの神様の道に改める事〉はし難くかろ。何ぼう言うても速やかに神の話を受け取って実践する事が出来ないから、真実誠の取次人衆を増やす事が出けんのや。
あけても暮れても、なむ／＼〈口先だけで神様に敬意を表す嘘の心〉で送って居るではないか。どういう事で増やす事が出けんかと、己の胸に手を当ててよう思案してみよ。
明日日〈出来るだけ早い日の、皆で心を改めようとする善き日〉になりたら、皆で談じ合うて明日日席にて〈神様の御前にて〉返答せにゃならん。)

さんげだけでは受け取れん。それを運んでこそさんげという。今夜のさしづはえぐいさしづ、えぐいさしづやなけにゃ効かせん。もうこれ幾名何人はこれまでに埋れたった。
(口先のさんげだけでは受け取れん。それを実際に運んでこそさんげという。今夜のさしづは刺激のあるえぐいさしづであるが、えぐいさしづやなけにゃ効かせん。
外れた道ばかり運ぶから、もうこれ幾名何人はこれまでに埋れたった〈表の道から外れた日陰へ押し流されてしまった〉のや。)

この道は会議から成り立った道か。会議するから遅れる。出て居る者も明日日に早く皆呼び取って了え。このまま送れば、びっくりするような事出ける。出来てから何にもならせんで。
(この道は人間の会議から成り立った道か。勝手な人間の理を持ち出して会議をするから、肝心な神の道が遅れるのや。
真実誠の神一条の道から出て勝手な人間の理を持ち運んで居る者も、一日も早くさしづ通りの神の道へ戻って来るよう、明日日に早く皆呼び取って了え。
このまま送れば、びっくりするような事が出けるで。出来てからではどうする事も出来ないのであって、今までの苦労が何にもならせん事に成るで。)




























明治二十九年十月十日　夜十二時三十分
刻限
つも旨い事思うて居たら、違うで／＼。話聞いて楽しんで居たのは今までや／＼。来る者はよし、来る者だけは寄りてくれ。来ん者に来いとは言わん。来る者は皆寄りてくれ。内の者は筆取りするのやないで。筆取りする者皆呼んで来い／＼。
さあ／＼まあやれ／＼長い間、やれ／＼長い間十分待った／＼。どうもこれまでと一つ事情ありて刻限の話と言うた処が、刻限話に錆は無し、神がするようなこの話、区域喰い違いある。よう聞き分け。長い間長い道筋長い日ならどういう日もあろ。これまで長い間どういう話もしてある。年限数えてみよ／＼。年限の事情入り込むも入り込むも、道理諭しみよ。これまで長い間、年限は早く六十年なる。それはどうもならん。種という、種を蒔いても年によりて生えるものあれば、又生えんものもある。この理聞き分けて、だん／＼話伝えてくれ／＼、何も言うまで。今の道と半年後の話と、事情一寸心に案じもあろう。道は結構な中に案じあろ。蒔き流し蒔き流し、あちらにしょんぼり、こちらにしょんぼり。蒔き流しはどうもならん。蒔いたもの修理する。あちら一人育て、こちら一人育て、何処へ種蒔いたやらという処から生えて来る。眺めて見れば、その道筋一粒万倍という。百石蒔いて百石取る話では分からん。たゞ一つの理から出けて来た。この話は深い心の話、前々一寸説いた処が、筆を取る者はなか／＼容易やない。一寸取り掛けたら十分取りてくれ。さあ／＼今に百石蒔いて、一粒万倍取る事ばかり思うてるから、どうもならん。聞き分けてくれ／＼。言うたばかりではならん。上ぼり切りたら下だらんならん。よう聞き分け。雨降る中もだん／＼凌ぎ、百石蒔いて一粒万倍という楽しみ。席や席やあら／＼分かり結構と思えば結構になる。ちょい／＼の話し難くかった。この結構一粒万倍分からん。煩い／＼なあと思ては、どうもならん。楽しんだ理はいつまでも／＼。孫子の代まで楽しんでくれるよう。話から理を諭す。道はどういう処から出て来たる。分からん。聞き分ける者だけ聞き分けてくれ。聞き分けん、出けん者はどうとも言わん。これまで説いたで。一度や二度や三度やあろまい。こゝへどうしましたと伝えてくれ。聞くに聞かせん、見せるに見せられん、口に言うに言われん。曇り／＼濁り／＼溜まるから、多いの中から他の心にちょい／＼皆ある。よう聞き分け。同じ一腹一種、我が身になるあたゑ、兄弟という親族という、皆結んでくれ／＼。雨風や／＼。あちらこちら津波や、地震やと言うても、遠い所は怖わいようで、聞いて真の心に無くばつい／＼忘れて了う。よう聞き分ける者だけ聞き分けてくれ。聞き分け出けん者はどうもならん。嘘と言えば嘘になる。疑えば疑わにゃならん。疑うから、世界に疑うような事出けて来る。さあ／＼月が更わり年が更わり、事情だん／＼多くなる。これも分かり難ない。よう聞き分け。根出しの悪い方へは枝が枯れる／＼。根出しのよい方へは枝が栄える。こら何でもない話と思えば、何でもない。これ聞き分けば古い話。これだけ諭せば分かるやろ。今夜はこれだけ話して置く。又めん／＼聞いて居る話の段取こうなったと、席に知らしてくれるがよい。これだけ知らし置こう。


つも旨い事思うて居たら、違うで／＼。話聞いて楽しんで居たのは今までや／＼。来る者はよし、来る者だけは寄りてくれ。来ん者に来いとは言わん。来る者は皆寄りてくれ。
内の者は筆取りするのやないで。筆取りする者皆呼んで来い／＼。
(いつもうまい事行くのが道だと思うて居たら、すっきりと違うで／＼。うまい話を聞いて楽しんで居たのは今までだけや／＼。
苦労艱難の神一条の道に来る者はよし、来る者だけは寄りてくれ。来ん者に無理に来いとは言わん。喜んで付いて来る者は皆寄りてくれ。
神の手足と成って働こうとする内の者は、筆取りするのやないで。筆取りする者〈何もかも天に供えて神様の為・世界の為に尽くそうとする理によって、心通りに神様がお働き下さり、その為の道具として神様の御心をお貸しくださる。お貸し下さった神様の御心を頼りにして人間の理に心動かされず、多くの人に神様の御心を伝えられるよう、御心と照らし合わせて何度も書き直しをし、確認をしながらさしづの理の解釈をする者〉を皆呼んで来い／＼。)

さあ／＼まあやれ／＼長い間、やれ／＼長い間十分待った／＼。どうもこれまでと一つ事情ありて刻限の話と言うた処が、刻限話に錆は無し、神がするようなこの話、区域喰い違いある。
(さあ／＼まあやれ／＼ここまで来る為には長い間のたんのうが必要であった。やれ／＼長い間十分に待った／＼。
長い時間が掛かった原因は、どうもこれまでの人間の道と違う一つ事情〈出来ても出来なくても、速やかに聞き分けて運ぼうとする素直な心に神様が働いて下さり、真実の理が治まるという一つ事情〉がありて、それを速やかに聞き分けて実践する事が出来なかったから何も治まらず、明らかな刻限の話と言うた処が何も分からなんだが、たとえ何も分からなくても刻限話に錆は無し、神がするようなこの話に、速やかに聞き分ける賢い心は受け取る、速やかに聞き分ける事が出来ない心は受け取れない等という、区域や喰い違い等あるものか。)

よう聞き分け。長い間長い道筋長い日ならどういう日もあろ。これまで長い間どういう話もしてある。年限数えてみよ／＼。年限の事情入り込むも入り込むも、道理諭しみよ。
(よう聞き分けてくれ。長い間の、長い道筋の長い日なら、思い通りに成る日も成らない日も、どういう日も有るであろう。これまでの長い間には、濁った道の掃除の為に一時の処道が出来ない日が有るという事も、成らん中も神が連れて通すから大丈夫だという事も、どういう話もしてあるであろう。
ここまでの年限の道を数えてみよ／＼。長い間の年限の事情であればこそ、思い掛けない苦しみの理を持って入り込む時も、結構な理を以て入り込む時も有るであろう、どんな中も神が連れて通る神の道であるから、ただ満足たんのうをして運べば十分な理が治まるという天の道理〈修理肥しの理〉を、心底から聞き分けて諭してみよ。)

これまで長い間、年限は早く六十年なる。それはどうもならん。種という、種を蒔いても年によりて生えるものあれば、又生えんものもある。この理聞き分けて、だん／＼話伝えてくれ／＼、何も言うまで。
(これまでの長い間に尽くし運んだ年限は、早くも六十年になると思うであろう。だが、それだけではどうもならん。
真実誠の種という、真実の種を蒔かなければ真実の実りは無いのであり、又、種を蒔いても大きく育つ為には長い年限が必要であって、年によりて生えるものあれば、又生えんものもあるのや。
この理をよう聞き分けて、たとえ実りは無くても神を信じて安心の心を貫きさえすれば、長い間に積み重ねた残念の理が改まって心の修理が出来るのであり、思うように成らん中の満足たんのうの理を治めさえすれば、十分な肥しの理が治まって神が十分に働く事が出来、結構な末代の理が治まるのであるが、だん／＼とそれだけの理を聞き分けて実践をし、一人でも多くの者にその話を伝えてくれ／＼。
神を信じて苦労艱難の道を運び、ただ満足たんのうの理を治めさえすれば十分な修理肥やしの理が治まって年限と共に十分な実りが有ると言うのだが、よう思案をしてみれば、どんな難儀も真実誠の種の理であって、難儀というも言うまでの事であろう。)

今の道と半年後の話と、事情一寸心に案じもあろう。道は結構な中に案じあろ。蒔き流し蒔き流し、あちらにしょんぼり、こちらにしょんぼり。蒔き流しはどうもならん。蒔いたもの修理する。あちら一人育て、こちら一人育て、何処へ種蒔いたやらという処から生えて来る。眺めて見れば、その道筋一粒万倍という。
(今の道と半年後の道の話と、事情に食い違いが有るかもしれないというような、一寸した心に案じもあろう。道は結構な中に案じもあろ。蒔き流し蒔き流しをして、あちらにしょんぼり、こちらにしょんぼりするような事も有ると思うであろう。
蒔き流しではどうもならん。蒔いたものを修理〈思い通りにならない道に不足をせず、神様を信じて安心の心を貫く事により、これまでの心得違いの理を改めて澄み切った心を取り戻す事が出来る。それが心の修理であり、修理をする事によって、神様が十分に働いて下さる事が出来るように成る〉するのや。一人先に立ってそれを実践をし、その理を人に写して、あちらで一人育て、こちらで一人育て、何処へ種を蒔いたやらという処から生えて来る。眺めて見れば、その道筋が一粒万倍というのやで。)

百石蒔いて百石取る話では分からん。たゞ一つの理から出けて来た。この話は深い心の話、前々一寸説いた処が、筆を取る者はなか／＼容易やない。一寸取り掛けたら十分取りてくれ。さあ／＼今に百石蒔いて、一粒万倍取る事ばかり思うてるから、どうもならん。聞き分けてくれ／＼。言うたばかりではならん。
(百石蒔いて、百石取るような情けない話では誰も分からん。世界中に結構な道を付けたいというたゞ一つの理から出けて来た道であろう。
この話は深い心の話であり、己を捨てて道の為・世界の為に尽くそうとする誠の心に、結構な末代の理が治まる心一つの道である事を前々に一寸説いた処が、聞き分けて実践する者は無かったのであるが、それを伝えようとして、筆を取る者はなか／＼容易の事やない。
なれど、一寸取り掛けたら十分に取りてくれ。さあ／＼今に百石の種を蒔いて、一粒万倍取るような事ばかり思うて居るから何も成らんのであり、そんな勝手な人間心を捨て切る事が出来ないから、どうもならんと言うのや。
一人先に立って苦労艱難の道を運び〈胸の掃除をしながら真実誠の種を蒔き〉、人に笑われそしられながら、成らん中の満足たんのう治めてこそ十分な修理肥やしの理が治まって、十分な実りが有るという理を聞き分けて実践してくれ／＼。何事も言うたばかりではならんのや。)

上ぼり切りたら下だらんならん。よう聞き分け。雨降る中もだん／＼凌ぎ、百石蒔いて一粒万倍という楽しみ。席や席やあら／＼分かり結構と思えば結構になる。ちょい／＼の話し難くかった。この結構一粒万倍分からん。煩い／＼なあと思ては、どうもならん。楽しんだ理はいつまでも／＼。孫子の代まで楽しんでくれるよう。
(結構な道ばかり求めていたら、やがて上ぼり切りたら下だらんならんのや。よう聞き分けてくれ。雨降る中もだん／＼凌ぎ、百石の種を蒔いて、何の実りも無い中を十分に満足たんのうしてこそ一粒万倍という楽しみの理が治まるのや。
結構な末代の道は、席や席や〈さしづ通りの道に有るのや、さしづの道より他には無いのやと〉あら／＼分かりて、この道に引き寄せて頂けた事は本当に結構な事やと思えば、心通りに結構に成るのや。
心一つで道が変わってしまうのやから、喜んで受け取れる者だけ悟れるように、ちょい／＼の理を以て諭す事は話し難くかったのや。
神が明らかな理を諭せば直ぐに明らかな理が働き、受け取る力の無い者は直ぐに通れんように成るという事は目に見えている事であり、そうであるからこそ、誰もが皆分かるように諭す事が出来なかったのであるが、それによって、このような結構な一粒万倍の理が分からなんだのや。
煩い／＼なあと思って、沈んでしまってはどうもならんで。楽しんで運んだ理はいつまでも／＼続くのや。しっかり運んで孫子の代まで楽しんでくれるよう。)

話から理を諭す。道はどういう処から出て来たる。分からん。聞き分ける者だけ聞き分けてくれ。聞き分けん、出けん者はどうとも言わん。
(世界一列を速やかに救けたいという道の創め掛けの話から、その為の天の道理を諭すのや。
この道はどういう処〈原因〉から出て来たるかと、誰もが皆分からなければならんで。世界救けの為の道である事が分からず、自分達が結構に成る為の道だと思うから、どうもならんように成るという事が分からんのや。
どうでも聞き分けようとする者だけ聞き分けてくれ。苦しみの道が怖くて聞き分けられん、世界の為に己を捨てるような事はとても出けんというような者には、どうしてくれとも言わんのや。)

これまで説いたで。一度や二度や三度やあろまい。こゝへどうしましたと伝えてくれ。聞くに聞かせん、見せるに見せられん、口に言うに言われん。曇り／＼濁り／＼溜まるから、多いの中から他の心にちょい／＼皆ある。
(道の為なら我が身捨てても構わん、身を捨ててでもという精神持って働くなら神が働くという理を、これまで何度も説いたで。一度や二度や三度やあろまい。
精神一つの道である事をしっかりと聞き分けて澄み切った真実を定め、こゝへどうしましたと伝えてくれ。身〈山のような悪因縁も含む〉を捨てて世界の為に尽くそうとしないから、どうにもならない濁り心が改まらないのであり、心が改まらないから真実の理〈速やかに救けたいばかりの真実誠の神様の思惑〉が治まらず、理が治まらないから聞くにも聞かせられん、見せるに見せられん、口にも出せず、言うにも言われんのや。
速やかに救けてやる事が出来ない残念の理が積もり重なって、曇り／＼濁り／＼の理と成って心に溜まるから、容易には修復出来ない錆び心に変質してしまうのであるが、一人や二人だけでは無く、多いの中からも、他の心〈道の理から外れた心〉にちょい／＼脱線する事が皆あるのやで。)

よう聞き分け。同じ一腹一種、我が身になるあたゑ、兄弟という親族という、皆結んでくれ／＼。
雨風や／＼。あちらこちら津波や、地震やと言うても、遠い所は怖わいようで、聞いて真の心に無くばつい／＼忘れて了う。よう聞き分ける者だけ聞き分けてくれ。聞き分け出けん者はどうもならん。
(よう聞き分けてくれ。世界中は同じ一腹一種から産まれ出した実の兄弟であり、同じ兄弟の為に尽くしてこそ、我が身になるあたゑが治まるのやから、世界中は兄弟という理、世界中は親族という理を皆々結んでくれ／＼。
時旬が来て世界中の大掃除が始まれば、雨風や／＼。あちらでもこちらでも大津波や、大地震やという事に成ると言うても、未だ先の遠い処の話では、怖わいようでも実感がわかず、又聞いても、真の心に無くばつい／＼忘れて了うのや。
よう聞き分ける者だけ聞き分けてくれ。聞き分ける事が出けん者はどうもならんのや。)

嘘と言えば嘘になる。疑えば疑わにゃならん。疑うから、世界に疑うような事出けて来る。さあ／＼月が更わり年が更わり、事情だん／＼多くなる。これも分かり難ない。よう聞き分け。根出しの悪い方へは枝が枯れる／＼。根出しのよい方へは枝が栄える。
(道は皆心次第であって、嘘と言えば自分自身の道が嘘になる。疑えば疑わにゃならんように成るのや。道を疑うから、世界にも疑うような事が出けて来るのやで。さあ／＼月が更わり年が更わり、時旬が迫って来れば、人間の理では通れん事情がだん／＼多くなって来るのや。
速やかに聞き分けようとする真実の心が無ければ、これも分かり難ない事であろう。
よう聞き分けてくれ。根出し〈神様を求めて付いて行こうとする誠の心〉の悪い方へは枝が枯れる／＼。根出しのよい方へは枝が栄えるのや。)

こら何でもない話と思えば、何でもない。これ聞き分けば古い話。これだけ諭せば分かるやろ。今夜はこれだけ話して置く。又めん／＼聞いて居る話の段取こうなったと、席に知らしてくれるがよい。これだけ知らし置こう。
(こら何でもない話だと思えば、何でもない事に成る。これを真実誠の救け一条の話だと聞き分ければ、教祖ひながたの道という古い話が、この道の全てであるという事が分かるであろう。
これだけ諭せば分かるやろ。今夜はこれだけの事を話して置く。又めん／＼も聞いて居る今の話の段取〈これから先の道の段取り〉はこうなったと、席〈神様の御前〉にて知らしてくれるがよい。これだけ知らし置こう。)
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